
二 一 三 言 ナ 監昭和31年10月3川鱒3覆郵便物認圃》 魔 冒6号J 二二■}･･

.
I
:･-

(Pい 昭 和 33年 5用 且0 日

･

二.

二

･･

11'
こ
.
-I-
-'71::I
:ニl!..:
阜言:: /::.･

発行所⑳平塚下野領蔓所

編当菓総軍課

rl
_t
TI･.:i1.
/i･･一:121占 -i-70

発行日毎月10日価3円

26,
000部 ⑳新聞折込み亀協際願際闘樹圏

倣圏儲闇園有 権 者 58タ000余

諸 9の 投 票所 も決定 五月二十二

日衆議員議員総選挙と最高裁判所裁判官五名の国民審査が､併せ

ておこなわれます｡市選挙管理肇

貝会ではまる九日ま
でに､各世帯への投票所入場券
の配布と補充選挙人名簿登録望絹の

受付を終りました｡十二日以

後の主な選挙日程は12日(

局)補充選挙人名簿調整完了◎候補者氏名掲示掲出(一投票区三ヶ所)⑳裁判官国民審査氏名掲示掲出(投
票所入口に一カ所)月日(火)補充選挙人名簿従覧異議申立開始⑳立会演説会(農

業会館午後七時)

16日(金)同石従覧異議甲立最

終日⑳各調奪貝

へ選挙公報及び審査公報配布18首(冒)補充選挙人名簿異議

申立

決定期限19日(局)補充選挙人

名簿確定㌦立会演説会(農業会館後七時)20日(火)選挙公報及び審査公報各

世
帯
へ
配
葱

刀
了

21
日

(衣
)
補
充
選
挙
人
名
簿
登
録

簿

卜

者へ入場券配布完了◎不在者 ･6

区鎧研⑳γ広見帆〓芸いま迭挙管理委員

会は膨大な選挙 投票最終日⑳各投票所準

備22日(罪)投票日(市
内二九投票区一せい)23日(金)開票(体育館)お手もとにおとどけした投票所入場券は大切に保存し､投票日当日忘れずにお持ちになって下さい｡入場券の円の中の数字は投票区番号

です｡二九各投票区の

投票所は且区春日野中⑳2区富士見小⑳3区江南高校⑳4区江陽中

⑳5区議事堂控室 ･8区崇善か

⑳9区

桧原公民館◎10区旧花水小分校◎吊区花水小◎ほ区浜岳中◎13区農業会館◎14区港小◎

用区太陽申⑳16区

高浜高校･叩区過小⑳18区大野支所◎19区中原小⑳20区八幡公会堂⑳21区大

野
小
⑳
22
区
豊
田
か
◎
23
区
神
田
保

育

所
⑳
別
区
城
島
小
◎
25
区
金
田

優
良
館

･
26
区
土
屋
小
⑳
27
区
吉
沢
小
⑳
28

区

岡
崎
か
◎
29
区
金
目
鴎

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
二
十
日

確
定
し

た
基
茶
選
挙
人
名
簿
登
録
者
は
､
全
体

で
五
八
､
〇
六
三
名
を
数

え

て
い
ま

す
｡
二
十
二
日
の
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
､
投
票
終
了

後
そ
の

日
の
う
ち
に
投
票
箱
は
全
部
見
附

台
体

育
館
に
運
ば
れ
ま
す
｡

撃

壬

二
日
午

前
八
時
か
ら
平
塚
市
開

票
区
の
開
票
が

お
こ
な
わ
れ
､
同
日
開

票
結
果
が
確
定
す
る
予
好
で
す
.

事
務
と
と
り
阻
ん
で

い
ま
す
｡
事
務
局

は
市
役
所
研
修
室
､

専
用
電
話
は
二
五

〇
二
番
で
す
｡

あ
か
る

い
､
正
し
い
､
立
派

な

菩
挙

で
､
お
互
い
の
国
民
と
し
て
の
義
務
を

果
し
た
い
も
の
で
す
｡
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h

選

管

委

◎
杉

山

氏

が

当

選

公
選

挙
法

及
び
地
方
自

治法
の
一
部

改
正
に
併
い

さ
き
の
臨
時

市
議
会
で
､

選
管
肇
貝
一
名
の
増
員
選
挙
が
お
こ

な

わ
れ
､
形
山

昌
夫
氏

(平
塚
一
九
七
一

､
都
選
管
肇
貝
長
)
が
当
選
五
月
一

日

付
就
任
し
ま
し
た
｡
こ
れ
で
選
挙
管
理

費
民
会
の
委
員
は
四
名
に
な
り
ま
し

た
｡
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他
方
税
法
と
こ
れ
に
伴
う
市
税

条
例
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
､
三
十
三
年
度
分
か
ら
あ
た
ら
し
く
牽
白
動
牽
税
が
設
け

ら
れ
､
同
時
に
い
ま
ま
で
の
自
転
車
荷
車
税
が
な
く
な

り
ま
し
た
｡

牽
白
動

牽
税
の
課
税
対
象
､
税
額
ハ一申

告
手
続
き
な
ど
沢

の
と
お
り
で
す
.

①
車
白
動
車
税

の
か
か
る
も
の

A
､
原
動
機
付
白
動
車
⑳
総
排
気

量

が
五

〇
c
c以
下
の
も
の
年
額
五
〇

〇
円
｡
五

〇
c
cを
こ
え
九

〇
c

c

以
下
の
も
の
年
額
八
〇
〇
円
｡
九

〇
.

c
cを
こ
え
る
も
の

年
額
一
､
〇
〇

〇
円
｡

p3
'
牽

白
動
車
◎
農
耕
作
業
用
の
も

道路完 成
3月20日八幡愛甲線(改良1｡261

nl)大神小

稲莱 裸(改良486 ｡5m)
城島1号線(改良92m)人増力､熊線

(新設49,3｡ 8m)総経費1｡
017万余円で 完

_
T
｡-
監写真八幡愛

甲線頂

の
年
額
一
､
〇
〇
〇
円

二

股
用
年

額
一
､
五
〇
〇
円
｡

C
､

二
輪
の
小
型
白
動
車
年
額
二
､

五
〇
〇

円
｡

⑧
牽
白
動
車
税
の

納
期
⑳
毎
年
四
月

十
一
日
～
三
十
日
ま
で
､
た
だ
し
茶

け
ま
す
｡

p3'
牽
自
動
車
◎
陸
運
局

(陸
運
事

務
所
)
に
道
路
運
送
車
師
法
に

よ
る

届
出
を
す
る
と
き
牽
自
動
車
税
申

告

書
を
併
せ
て
出
し

ま
す
｡

Q'
二
輪
小
型
白
動
車
◎
道
路

運
送

軍
師法に
よ
る
新
規
検
査
を
受

ける

とき検査望詞書に併せて､牽白

卦車税盟毒を出す
こ
と
に
な
っ

ています｡

聖

顔
車
す
る
と
き
は
､

車
を
手
放

し
潅
日

伊
旦
二
十
日
以
内
に
そ
れ
ぞ

れ
A
､

竃､
Cの
場
所
へ
犀
車
申
請

を
出
し

て
下
さ
い
｡

瓦
､
す
で
に
県
税
の
申

告
が
し
て
あ

る
も
の
は
こ
ゝ
で
あ
ら

潅
め
て
､
市

税
の
牽
白
動
牽
税
申
告

書

を出す必

要
は
あ
り
ま

せ
ん
｡

白
転
雫

年
席
車
､
リ
ヤ
カ
ー
な

どにはqr後､税金がかゝらなくなりま

予
定
の
よ
う
で
す
｡

起
工
式
に
は
戸
川

市
長
も
出
席
､
稲
川

工
事
部
長
ら
関
係

者
六
〇
余
人
が
奨
り

お
祝

い
し
ま
し
た
｡

市
で
は
､
さ
き
の
定

例
市
議
会
で
工
場

誘
致
条
例
を
き
め

た
ば
か
り
で
あ
り
､

市
勢
の
伸
び
を

工
場
誘
致
に
大
き
く

か

けているときでもあって､この起

工
式
は
脚
ふ
く

ら
ま
せ
る
朗
報
と
し
て

伝
え
ら
れ
ま
し
た
｡

両
日
工
場
誘
致
蚕
と
市
議
会
全
員

協議

会
を
ひ
ら
い
て
こ
の
問
題
を
協
議
､

関

係
土
艶
に
対
す
る
関
財
の
用
途
変
更

認

可
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
き
で
も
あ
る

の
で
､
住
友
工
業
に
つ
い
て
調
査
研
究

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

読

-

:
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/
-:三三

為

月

3
日
産
業
､
大
野
艶

:]区
開
発
委
連
合
審
査
会

㌃四
之
宮
計
画
路
線
変

更
に
つ
い
て
等
議
及
び

用
:..==･t:輿
..:I;Ill

9
日
建
設
常
任
蚕
⑳

陳
情
舞
一
号
大
下
水
路

年度分に限り五月十言
主
事
ipjた曾ら､所有し潅とき､贋華し

一
日
ま
で

⑧
一望
ロ手

続
き
⑳
牽
白
動
華
を
も
っ

た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に

A
､
原
動
機
付
白
転
車
◎
市
税
務
課

へ
牽
空
所

し
同
時
に
申
告
書
と
標
識

交
付
申
請
書
を
出
し
て
標
識
を
取
付

た
と
き
の
申

告
は
必
要
な
く
な
り
ま
し

た
｡
い
ま
ま
で
つ
い
て
い
る
鑑
札
も
返

さ
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
､
無
鑑
札
に
な
る
と
盗
難
が
ま
ず
心

配
で
す
｡
各

白
の
車
体
番
号
､名
称
､特

徴
な
ど
必
ず
控
え
て
お
い
て
下

さ
い
｡
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一部既報のとおり､古河電気工業リ

ー
ト
建
延
七
､
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

株
式
会
社
平
塚
電
線
製
作
所
の
第
一
期
.
ル

(二
､
三
〇
〇
坪
)
で
総
工
費
約
七

工
事
は
､
四
月
十
八
日
､
大
野
八
幡
の
.億

円
｡
年
内
に
完
工
し
て
操
業
を
ほ
じ

相
模
川
辺
り
建
設
敦
些

宍

⑳
四
へ
ク
有

る
と

い
わ
れ
ま
す
｡

タ
↓

(八
万
坪
)
覧

工
式
を
あ
げ
訂

製
作
所
完
淫

五
力
年
嵩

等

が

二

T

Z二

軍･..',.:..

士

-

三

ナ

経

潰
変
動

理
由
臆

放
下
電
器
産

業
株
式
会
社
は

市
に
対

し
､
こ
の
ほ
ど
平
塚
工
場
建
設
敷
地

払

下
げ
望

絹
の
取
消
し
を
申
入
れ
て
き
ま

し
た
｡
関
策
財
務
局
か
ら
の
土
地
の
岡

途
変
更
許
可
が
お
く
れ
た
た
め
､
金
融

引しめによる経済変動で建設困難

と
な
っ
た
も
の
で
す
｡

同
社
で
は
､
こ
の
申
請
取

消
し
を
求
め

る
に
あ
潅
っ
て
､
同
社
と

密
接
な
関
係

の
あ
る
住
友
機
械
H
業

(盟
茶
金
二
億

円
)
の
平
塚
進
出
を
あ
っ

せ
ん
し
て
き

ま
し
た
｡

市
で
は
四
月
二
十
八
日
◎
同
三
十
日
の

の
改
修
並
び

に
排
水
路
新
設
に
つ
い
て

(採
択
)
｡

同
三
号
春
日
野
中
北
側
地

帯
に
下
水
道

新
設

(再
審
議
)
｡
同
五

号
道
路
拡
張

に
つ
い
て

(採
択
)
｡
同

七
及
び
一
二
号
旧

厚
茶
道

(
県
道
)
の

舗
装
に
つ
い
て

(採
択
)
｡
同
一
〇
号

道
路

(校
竹
⑳
エ
ビ
ス
森
通
り
)
の
舗

装
工
事
実
現
に
つ
い
て

(採
択
)
｡
同

二
四
号
道
路

(上
平
塚
へ
の
)
拡
張
に

つ
い
て

(採
択
)
｡
同
三
九
号
士
都
営

常緑道路改修につ
いて
(採択)0

同
六
〇
号
道
路
新
設
に
つ
い

て
(採
択
)

16
日
文

教
民
盛
常

任
蚕
⑳
陳
情
第
五

五
号
市
民
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

(採

釈
)

｡

同
四
五
号
浜
岳
公
民
館
設

置
に

つ
い
て

(採
択
)
｡
請
願
第
一
号

小
中

学
校
薬
剤
師

制度制
定
に
つ
い
て

(再

審
議
)
0

摘
日
総
務
常
任
委
⑳
第
二
回
労
働
祭

に
つ
い
て
審
議
の
あ
と
陳
情
第
八
号
予

防
接
種
医
師
､
校
医
手
当
倍
額
支
給
に

つ
い
て

(採
択
)
｡
同
第
九
号
境
界
変

に
つ
い
て

(不
採
択
)
｡
同
第
四
号
私

有道路(大久保氏)の換艶操作に

つ
い
て

(審
議
未
了
)

｡

同
第
六
号
失

業
対
策

事
業
費
に
つ
い
て

(採
択
)
0

22日
清
掃
対
策
委
◎
清
掃
施
設
予
定

艶
の
買
収
契
約
の
変
更

と
登
記
の
促
進

に
つ
い
て
協
議
｡

28
日
工
場
誘
致
蚕
◎
松
下
璽

苅
誘
致

住
友
機
械
工
業
誘
致
に
関
し
て
審
議
｡

llJ川tllHttlLilIHt IH= 日日lHJmL日日日日HJmmJlJijlHHTHH=TⅢHIHnlE網堅
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≡
≡
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≡
≡
≡

≡≡≡≡
≡
≡
l≡
〓

ま
し
た
｡

畠

工
場
第
1
期
工
事
は
､
鉄
筋
コ
ン
ク

第
一
期
工
事
を
今
年
で
お
え
､
続
い
て

舞
二
期
､
第
三
期
工
事
に
と
り
弁
ゝ
る

llHtH
tll川IJHLtl1111HlHHHLlH llHH‖mIHH=lllJ

IJHl=H
TZ=l川1 日日日lJIlHLll日日llHHJ IElIl上目=日日l HllltHlllm
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主三
二 二

海二三寺 二千I
1-

I-I-幸
三募

集

(

道 内御座敷 2等臨時列車｡本州特別 2等臨時列車を便座致 し

ます〕ご朋lHtHiHlllllltm mmll11川IHl日日IIIm平 塚 儒蕊確守菅澄 田◎- -昭 和 34年 6月 中 旬 出発岬 白且1日 (旅館 7泊車中 ?,泊)募 集 魔 還 -- 200名 様遮 費 ｡◎-◎御 一 名 嘗 望9｡000 旅費は率月3.000円宛12回 に積立て頂 きこの中よ り御払込み顕います｡御払いにfi:つた残 り7｡000は御小便に充当して下 さい .申込 締 喝 ◎--6月 末 日 (定員 とな り次第締切 ります)顧 嘩 込 み 8-｡◎平 塚 信 用 金 庫 本 支
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政

府

天

魔

融

資

法

を

通

園

か

ま
る
三
月
下
旬
､
関
東
以
西
の
約
三
〇
県
に
わ
た
る
広
域
を
襲
っ
準

10
年
ぶ
り
の
低
温
降
雪
異
変
は
､
幼

穂
形
成
期

に
あ
っ
た
麦
を
は
じ
め
と
す
る
冬
の
農
作
物
に
極
め
て
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
｡
こ
の
凍
重

崖

､
過

云
五
､
六

年
こ
の
か
た
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
ひ
ど
く
､
農
業
試
験
場
が
最
新
の
冷
害
防
止
方
法
と
し
て
研
究
し

て
い
る
重

油
燃
焼
法
や
水
簡
散
布
法
を
使
っ
て
も
防
ぎ
得
な
か
っ
兜
と
伝
え
ら
れ
､
天
災
に
弱
い
農
業
の
悲
運
と
し
て

､
関
係
者

の
胸
を
い
た
め
て

い
ま
す
.

神
奈
川
県
下
の
被
害
だ
け
を

内
輪
に
み

つ
も
っ
て
も
総
額

一
三
億
三

､
二

〇〇

万
円
を
こ
え
､
疏
寡
額
の
値

下
げ
に
腰

骨
農
家
に
追
打
ち
が
か
け
ら

れ
た
か
た

ち
で
､
農
家
の
生
活
が
お
び

や
か
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
､
立
ち
な
お

る
た
め
の

水
稲
や
夏
商
業
な
ど
の
作
付

､
栽
軍
に

暗
い
兄
と
お
し
を
生
ん
で
お

り
､
所
得

税
の
減
免
､
天
災
融
資
法
の

適
用
､
種

子
確
保
な
ど
､
政
府
､
県
市

を
あ
げ
て

救
済
対
策
が
い
そ
が
れ
て

い
ま
す
｡

市
内
の
被
害
は
は
じ
め
､
主

な
作
物
だ

け
で
一
億
二
二

ハ
八
〇
万
円

と
推
定
さ

れ
､
そ
の
後
の
調
査
の
結
果

で
､
さ
ら

に
二
〇
%
ほ
ど
上
ま
わ
る
の

は
確
実
と

す
る
見
方
が
た
か
ま
っ
て

い
ま
す
｡

声
の
凍
霜
害
対

策
の

う
ど
啓
は

4
月
8
日
被
害
速
報
を
県
に
提
出

｡1
0

日
市
内
一
四
ヶ
所
､
麦
三

〇〇〇くき

の
た
ち
割
調
査
｡14
日
農
政
部

会
｡門
日

第
二
次
被
害
報
告
を
県
に
提
出
､

21
日

県
打
合
せ
会

｡23日
中
飽
方

凍
雪
霜
害

対
策
委
発
足
｡
24-
賀
日
市

内
三
〇
三

ヶ
所
抜
取
り
調
査
｡
28
日
市

被
害
調
査

打
合
せ
会
-
五
月
四
日
を
期

日
と
し
て

市
内
五
五
､

〇〇〇点を
一

筆
調
査
｡

30
日
第
三
次
被
害
望

口を
県

に
提
出
｡

同
日
､
市
議
会
全
員
協
議
会

に
報
告
､

市
の
対
策
樹
立
は
産
業
常
任

肇
貝
会
に

付
託
､
市
理
事
者
及
び
市
議

一
行
が
現

地
視
琴

引
続
い
て
鍍
格
的

な
被
害
実

態
調
査
が
す
ゝ
め
ら
れ
て

い
ま
す
｡

こ
れ
と
は
別
に
､
全
国
及
び

関
東
ブ
ロ

ッ
ク
知
事
会
議
､
全
国
､
県

各
農
業
会

議
､
農
協
中
央
会
な
ど
は
､

各
県
と
農

林
省
､
衆
参
両
院
に
対
し
て

く
り
脅
え

し
災
害
救
助
を
陳
情
｡
さ
き

の
衆
議
院

農
林
水
産
肇
民
会
も
四
月
二

十
二
日
政

府
に
対
し
､
被
害
査
定
を
急

ぎ
対
策
を

講
ず
る
よ
う
決
議
文
を
送
っ
て
い
ま
す

大麦の穂◎減収65.
4パ ー セ ン トいままでに､

県農業会議の凍霜害対策情報その他ではぽあきらかにされた国､県の救助対策は沢のと

お
り
で
す
｡

放
府

の
霜
雪
害

対

策
要

項

(4
月
18
日
間
議

了
解
)

①
被
害
農
家
の
所
得
税
の
減

免

⑧
農
家
災
害
補
償
法
に
も
と
ず
<
再

保

険金の
概
算
払
い
と
共
済
金
の

仮

払

いをは
や
く
お
こ
な
う
｡

⑧

｢天災
に

よ
る
被
害
農
林
漁
業
者

等

に対す
る

資
金
の
融
資
に
関
す
る

暫

定措置
法

｣
を
適
用
し
て
営
農
資

金

の貸出
し
と
利
子
補
給
を
お

こ
な

う

｡
④

災害に
よ
る
減
収

を
と
り
返
せ
そ

う

な作物
や
農
家
経
営
の
改
善

に
必

要

な施策
を
す
ゝ
め
､
そ
の
補

助
を

お

こなう
｡

⑤

農作物
の
被
害
状
況
に
応
じ
た
技

術

指導と
凍
霜
害
予
防
対
策
を
た
て

る
｡
⑥

特別地
方
交
付
税
を
増
額
し
て
､

県

や市町
村
の
税
収
減
と
支
出
増
郡

を

たすけ
る
｡

㊦

その他
飼
料
及
び
種

子
の
確
保
に

つ

とめる
｡

以
上

の要綱
は
農
林
省
で
実
旗

計
画
が

ね
ら

れてお
り
､
蔑
策
は
六
月
に
入
っ

て
お
こ
な
わ
れ
る
見
込

み
で
す
｡

取
の
裸
霜
害
対
策

①
天
災
敵
&
'沃

に
よ
る
営
農
資
金
が

貸
出
さ
れ
る
ま

で
の
つ
な
ぎ
融
聖

億
円
は
､
農
協
を
通
じ
て
近
く
支

出

さ
れ
る
｡

⑧
白
作
農
創
設
資
金
の
ワ
ク

を
倍
の

五
､
0
0
0
万
円
以
上
に
ひ

ろ
げ
る

⑨
秋
ま
き
種
子
の
確
保
を
と
く

に
留

苦
す
る
｡

④
夏
作
増
産
の

技
術
指
導
を
お
こ
な

う
｡
⑤
公
益

事
業
の
被
害
地
重
点
を
と
る

こ
れ
ら
を
ふ
く
む
総
合
対
策
要
綱
は

近

く
発
表
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
ま
す

｡

市
で
も
こ
の
国
､
県
の
う
ご
き
に
あ
わ

せ
対
策
決
定
を
い
そ
い
で
い
ま
す
｡

火

葬

場

鞄

新

料

金

決

る

市
で
は
､
四
月
言

か
ら
市
営
火
葬
場

使
用
料
を

沢
のと

お
り

改
正
し
ま
し

た
｡
区

分

⑳
12
才
以
上
⑳
12
才
未
満

茶
市
住
民
◎
九
〇
〇
円
◎
七
〇
〇
円

市
外
住
民

二

二
〇
〇
円

⑳
八
五
〇
円

∴
.i
.'
･.
I
二

三

≡

二
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神
奈
川
県
商

工
部
で
は
､
県
内
中
小
商

業
者
の
経
営

合
理
化
と
営
業
振
興
を
た

す
け
る

た
め
､
店
蘭
の
増
改
築
や
店
内

施
設
の
新
設
改
装
な
ど
に
必
要
な
資
金

を
敵
襲
す
る
こ
と
と
し
､
い
ま
そ
の
第

第

十

四

回

青

少

年

保

護

育

成

遵

動

≡

.,,
:I(
I
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五
月
一
日

から一カ
月
間
､
青
少
年
問

題
協
議
会
の

芋
で
､
全
国
的
に
第

1
四

望

円
少
年
保

護
育
成
運
動
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す

｡
同
運
動
で
は
､
成
人
の

反
省

と
自
覚
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
､

保
護
者
の
知
ら
な
い
青
少
年
の
犯

罪
白
書
を
沢
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
｡

×

×

×

×

県
下
の
育
少
年
犯
罪
は
昭
利
二
十
六

年

を
頂
点
と
し
て
そ
の
後
毎
年
へ
っ
て

い

ま
し
た
が
､
三
十
年
か
ら
再
び
多
く

な

り
昨
年
つ
い
に
戦
後
最
高
の
検
挙
人
員

を
記
録
し
ま
し
た
｡

昨
年
の
年
少

者
検
挙
人
員
は
五
､
〇
九

礼

(女
子
二

一
二
)
名
で
､
三
十

一
年

に
く
ら
べ
四

二
%
の
増
加
を
示
し
て
い

ま
す
｡
こ
の

う
ち
主
な
犯
罪
は
小
遺
践

ほ
し
さ
の
研

益
で
四
九
%
◎
次
は
粗
暴

犯

(傷
害

◎
恐
喝
◎
暴
行
な
ど
)
で
二

七
%
､
前
年

よ
9
大
幅
に
ふ
え
て
お
り

育
少
年
犯
罪
の
傾
向
空
訴
す
も
の

と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
｡
兇
悪
犯

も
少

年
層
に
増
加
の
傾
向
が
強
く
､
年

令
的

に
は

一
四
才
未
満
が
大
幅
に
増
郡
し
､

少
年
犯
罪
が
老
年
化
す
る
傾
向

も
見
ら

れ
る
と
報
告
さ
れ
､
し
か
も
両

親
の
あ

る
も
の
が
七
八
%
を
占
め
保
護

者
の
強

い
反
省
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
｡

≡

三

三

二
二

㌻

一
回
申
込
み
受
付

を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
｡
敵

資
の
額
は
､
県
が
必
要
を
認
め

た
額
の

二
分
の
一
以
内

で
五

万
円
か

ら
五
〇
万
円
ま
で
､
期
間

二
年
以
内
｡

こ
の
商
業
旗
設
改
善
資

金
の
融
資
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
は
､
資
茶

叉
は

出
資
の
総
額
が

一
､

〇〇〇万円

以
下

か
､
ま
た
は
従
業
員
が
三
〇
人
以

下
の
会
社
或
は
個
人
で
す
｡

第

一
回
帝
込
み
は

五
月
三
十
一
日
ま
で

受
付
は
樺
浜
録
行

平
塚
支
店
で
取
扱
っ

て
い
ま
す
｡

こ
の
ほ
か
､
中
小
企
業
者
に
対
し
て
も

振
興
贋
金

◎
設
備
資
金
の
貸

付
け
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
｡

詳
細
は

商
工
課
へ
照
会
し
て
下
さ
い
.

二

≡

t.･
･JJ
;.Jj.17:,ヂ

ノ
三

二
八

重

見
附
台

武
道
館

五
月
十
一
日
は
母
の
日
ク

お
母
さ
ん
あ

り
が
と

う〃､
お
母
さ

ん
の
脚
に
赤
い

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
か
ざ
ら
れ
て
､
お

母
さ
ん
も
に
こ
に
こ
｡

平
塚
母
子
福
祉
協
議
会
で
は
､
街
頭
に

立
っ
た
り
､
学
符
や
保
育
園
を
ま
わ
っ

た
り
大
い
そ
が
し
ゝ
て
､
お
母
さ
ん
の

日
の
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
造
花
を

く
ぼ
り
ま
し
た
｡

母
の
日
の

当
日
は
､
見
附
台
武
道

館

!
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汁
寵

凝

鳩

第
二
回
の
平

塚
市
労
働
祭
も

第
二
十

九
回
統

一
メ
ー
デ
ー
を

主
軸
と
し

て
､

昨
年
に
ひ
き
つ

づ
き
､
き
わ
め
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
t
た
｡

こ
の
日
､
雨
に
も
な
ら
ず

､
日
も

つ
よ
く
照
ら
ず
､
ま
こ
と
に

手
ご
ろ

な
メ
ー
デ
ー
の
行
進
日
和
､
参
加
者

者
諸
君
の
示
威
行
進
は
､

か
く
て
和

や
か
な
う
ち
に
も
､
額
に

汗
し
て
勤

労
す
る
者
の
団
結
と
秩
序
空

不
す
こ

と
に
成
功
し
た
の
で
す
.

田
ぐ
る
み
､
家
族
ぐ
る
み
の
､

開

朗
に
し
て
平
和
な
､
健
全
に
し
て

刀

強
い
メ
ー
デ
ー
､
わ
が
平
塚
市
が

先

鞭
を
つ
け
た
も
の
と
申
し
て
よ
く

､

新
聞
紙
の

報
ず
る
と
こ
ろ
を

み
て

も
､
こ
の
傾
向
は
全
国
的
な
も
の
と

な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
｡

も
昨
年
を
し
の
ぎ

エ
ン
エ
ン
長
蛇
の

巣
的
だ
と
い
う
わ
け
で
す
｡

行
準
も
ま
た
､
今
年
は
少
し
悪
気

が
あ
が
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
弁

と
い
う
批
判
も
あ
り
ま
し
た
｡
労
働

攻
勢
が
､
い
わ
ゆ
る
低
姿
勢

の
せ
い

か
､
そ
れ

と
も
総
選
挙
に
突
入
し
た

日
の
せ
い

で
､参
加
者
が
白
帯
し
て
､

あ
え
て

気
勢
を
あ
げ
る
こ
と
を
抑
制

し
た
の
弁
､
い
ず
れ
に
せ
よ

､
お
祭

で
あ
る
か

ぎ
少
､
お
み
こ
し
を
弁
つ

い
で
暴
れ
て
も
困
り
ま
す
け
れ
ど
､

多
少
景
気
を
付
け

平

壌

が

党

鞭

つ

け

た

労

働

祭

行
列
は
､
沿
道
市

民
の
う

ち
振
る
赤
の
小
旗
の
前
を
､

堂
々
の

行
進
を
予
定
の
コ
ー
ス
ど
お

り
す
す
め
ま
し
た
｡
こ
れ
も
昨
年
同

て
も
い

い
で
は
な

い
伊
と
い
う
意
見

ll一一■.JL-↑■trrQJ7 .E･ld■q●- C.JL一一一～-4-▼一〇■ qJ,▼一一LIp･11.AA■横
､
何
の
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
､
啓
質

署
の
前
で
は
､
署
長
さ

ん
自
ら
立
っ

て
､
先
頭
の
オ
ー
プ
ン

⑳
カ
ー
に
乗

っ
て
い
る
わ
た
く
L
や

議
長
や
委
員

長
等
に
向
い
､
手
を
振

っ
て
歓
送
迎

し
て
く
れ
ま
し
た
.

紙
テ
ー
プ
や
紙
吹
雪
の
飛
ぶ
な
か

を
､
堂
々
の
歩
武
を
す
す
め
る
労
働

わ
た
く
し
連
関
係
者
は
､
一
日
の

夕
方
か
ら
､
た
だ
ち
に
反
省
会
を
催

し
､
い
ろ
い
ろ
惹
兄
を
た
た
か
わ
し

た
の
で
す
が
､
開
年
度
の
メ
ー
デ
ー

の
た
め
に
得
た
樟
諭
は
､
前
夜
祭
に

も
う
少
し
力
こ
ぶ
を
入
れ
て
､
あ
く

る
日
の
メ
ー
デ
ー
に
ま
で
､
そ
の
ふ

ん
い
き
を
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
､

市
民
一
般
に
､
あ
く
る
五
月
一
日
が

メ
ー
デ
ー
で
あ
る
こ
と
を
､
先
ず
印

象
づ
け
る
た
め
に
も
､
そ
の
方
が
効

も
出
ま
し
た
｡
年

々
､
脱
寧

レ
て
､

成
長

してきたメ-デしわれわれの世に誇り得る平塚市労働祭参加者も後援者もひとつにとけ合って､名実共に､労働者の祭典といたしたい｡さらに商店街の方々の､いわゆる労商協調態勢のシンボルとなるよう､御協刀が願いたい｡芦川

盛

雄
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W.,7..を会場に母の

日
大
会
が
ひ
ら
か
れ
ま

す
｡
主
催

平
塚
市
､
市
教
育
季
貝
会

平
塚
母
子
福
祉
協
議
会
｡
日
時

五
月

十
l
日

(
冒
)
午
後

一
陣
よ
り
｡
第

一

部

母
を
た
葦

各
Q
式
｡
榛
方
の
朗
読

｢お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
｣
小
中
学
生

四
人

｡
第
二
部

講
演
｡
第
三
部

演

蛋

(婦
人
団
体
と
芸
人
を
予
定
)

〔
写

真

〕
四
月
二
六
日
か
ら
四
日
間

体
育
館
に
催
し
た
県
花
道
展
の
盛
況
｡

チ

フ

ス

こ
れ

か

･キ
音
:1';..:I-.盟
.i.::1.,'1

予
防
注
射
巡
回
車

こ
れ
か
ら
流
行
期

に
入
る
伝
牡
病
チ
フ

ス
を
予
防
す
る
た
め
､

沢
の
員
ど
り
で

巡
回
予
防
注
射
を
し

て
い
ま
す
｡
三
才

以
上
の
子
供
倉
皇

ハ
〇
才
ま
で
の
人
全

部
が
対
象
で
す
か
ら

､
必
ず
最
寄
り
会

場
で
受
け
て
下
さ
い

｡

12
日

金
目
小
⑳
23
日
松
原
公
民
館
､
見

附
台
公
会
堂

◎
24
日
富
士
見
小
､
平
塚

保
健
所
⑳

26
日
花
水
会
館
､
農
業
会
館

･
27
日
須
賀
公
民
館

⑳
魚
市
場

毎
日
午
後

一
時
三
〇
分
～
三
時
ま
で

学
校
へ
通
っ
て
い
る
人
は
学
校
で
行
い

ま
す
か
ら
今
回

の
巡
回
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
.

.?I...it.I..:I:I
i:,.,.I.r∵

.;,.I.

I.:.:.,,I.二二
,''.,...,,;I.I.:::.:..''..I......:I

日
本
脳

炎
の
流
行
期
ク
夏
〃
登
別
に
し

て
､

市
で
は
六
月
中
に
希
望
者
に
予
防

注
射

を
す
る
予
定
で
す
｡

目
茶
脳
炎
は
病
毒

を
も
っ
て
い
る
蚊
に

さ
ゝ
れ
る
と
発
病
し
ま
す
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(摘)文遠見盟広報委員会衆鰻曜晶

大畑君(24)は､県立平塚農
業
高
校
出
身
⑳
県
食
糧
事
務
所
に
勤

務
し
た
経
歴
を
も
ち
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
､

豊
田
広
報
要
員
会
の
有
刀

な
メ
ン
バ
ー
で
す
｡
疏
葉
額
の
値
下
り
凍
霜
害
な
ど
､

農
業
経
営
が
む

ず
か
し
い
問
題
に
当
面
し
た
時
期
に
市
農
産
課
へ
お
招
き
し
ま
し
た
｡

HHHHJlHHIHHIHIl

連
日
の
新
聞
紙
上
に
大
き
く
と
り

上

げ
ら
れ
て
い
る
､
農
作
物
の
凍
霜
害

と

昨
年
か
ら
の
商

業
糞
の
価

格
の
暴
落

こ
と
｡

農
産
課
の
構
成
を
説
明
す
る
と
｢
土
地

改
良
｣

｢
農
政
係

(農
業
撃
民
会
を
ふ

は
経
営
に
不
安
を
感
じ
な
が

ら､栄麦以外の

作物を半ば投機的

に作付している

､今後の農家の課
題
は
｣
の

質
問
に

｢耕
艶
が
減
少
し
て
い
る

障
､

近
郊
の
特
性
を
考
え
る
な
ら

ば
､
農
家

冒
体
が
ク
重
点
経
営
に
踏
み
込
む
気
構

え
が
必
要
だ
〃
な
ぜ
な
ら
現
在
ク
多

角

経
営
〃
は
過
度
期
に
あ
り
､
米

麦
だ
け

の
ク
平
面
経
営
〃
で
は
生

計
は
成
り
た

た
な

い
｡

ク
重
点
経
営
〃
と
集

約
農

業
､

つ
ま
り
協
同
の
精
神
を
農
家
の
人

が再確認し

なくては--｡そして団体の中

で白分を見直すことが必 ある晩

｢天と妻のけんかした話｡｣という映蘭を見て六六式(第3種

郵便物認可) は､農家に取ってあまりにも深刻な問窓を投げかけた今日は､市役所の｢農産課｣の仕事ぶりを見学しなが

ら
､
市
内
の

農
家
の
将
来
の

実
態
1
-
そ
し

て
見
透
し
を
中

心
に
石
川
課
長

と
話
し
た
｡

農業 経密の危機

↑
…重 責童≡主音三幸蓋云詰責茎 葉

毒
解決⑳

鄭
ま濃艶由幡首岩

要
約
す
る
と

｢凍
霜
害
が
も
た
ら
し
た
被
害
は
､
昨年よりの疏菜蕪の価格の暴落に追打ちを掛けたような結果になり､縛に畑作地帯では､農業経営の危機にさらされ問題も

深刻である｡これらは､政治政
策だけが根本問題だけでなく､農家の経営自体にも問題はある

のではない弁｣との 要｣と

のこと｡｢営農指導はどうですか｣には｢指導よりも､営農相談に乗る程度でそれはあくまで農家の自覚に待つより他にない｡それと現在では､技術面より出荷計画と同

醇に作付統制を目標 (. '

': .;:: 3':;'三二 :,

::::.: '1..は衆議院議員選挙の街頭演説から始まり､畑で働いている農家の姑と嫁が三年前の村会議員選挙を思い出し｢随分軍曹ったなあ｣｡と

いう事から当時の村 行われた｡

映画は更に続き時の婦人会長が｢皆で選挙の事についてよく話合おうではないか｡｣と打沈んでいる姑も仲間に入れ常会を開いた｡皆夫々選挙の時の苦心談に花が咲き､どこの家でも若い者と年寄とは考え方も違ってい

る
こ
と
､
結
局
自

分
の
信
じ
て
い
る
人

に
投
票
す
る
の

が
正
し
い
選
挙
で
あ
る

と
い
う
等
が

わ
か
り
箔
も
や
っ
と
安
心
す
る
｡
湯

あ
る
｡
私
達
は
先
づ
両

党
の
政
策
を

よ
く
検
討
し
て
保
守
か

革
新
か
国
政

を
任
す
べ
き
覚
祈
選
び

､
沢
に
自
分

の
選
ん
だ
政
党
の
中

の
候
補
者
の
中

で
誰
が
一
番
よ
い
か

決
め
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
｡
そ
れ

に
は
新
聞
､
ラ

ジ
オ
交
家
族
の
話
合

等
に
よ
っ
て
覚

の
政
策
を
よ
く
研
究

す
る
事
が
必
要

だ
と
軍
つ
｡
候
補

者
の
政
見
を
よ
く

き
く
事
､
特
に

｢
百
聞
は
一
見
に
現

弁
ず
｣
の
諺
の
通

り
親
し
く
候
補
者

会
選
挙
の
場
面
が

操
り
展
げ
ら
れ
る

の
で
あ
る
｡
父
親

Li

,
∴

㌻

i
(..I.:.,ll
1L.'1j.'LIL/.(..'':;.1一

が
責
任
者
で
当
然

当
選
す
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
候

補
者
が
一

票
の
差
で
落
ち
て
し
ま
っ

た
｡
そ
の

一
票
は
若
い
嫁
の
マ
サ
子

が
他
の
人

に
投
票
し
た
為
で
あ
る
と

い
う
の
で

問
題
に
な
っ
て

し
ま
っ

た
｡
父
親
は

弁
ん
か
ん
に
怒
る
し
母

親
は
世
間
に
対
し
申
訳
な
い
と
い

っ

て
し
お
れ
夢
見
少
､
婦
人
会
の
会
合

に
も
出
ら
れ
な
い

｡
若
い
嫁
は
泣
き

出
す
と

い
っ
た
所

で

映
画
を
切
り

｢
こ
う
し
た
場
合
一

体
ど
う
し
兜
ら

よ
い
か
.

｣
こ
こ
で
六
六
式
討
議

が面
は
再
び
総
選
挙
に

戻
り
､
父
親
が

百
分
の
思
う
候
補
者

に
投
票
さ
せ
る

つ
も
り
で
い
た
が
母

親
は
前
と
打
っ

て
変
っ
て
孫
を
子
守
し

な
が
ら

｢
お

父
さ
ん
の
言
う
こ
と
な

ん
か
き
き
ま

せ
ん
よ
､

私
は
ぬ
世
の

中
の
為
に

な
る

正
し
い
人
を

選
び
ま
す
解
ら

ぬ
｣
｡
と
い
う
所
で
終
っ
て

い
る
｡

さ
て
今
度
の
衆
議
院
の
解
散
は

両
党

首
話
合
の
下
に
信
を
国
民
に
問
お

う

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
､
二
大
政

党の
何
れ
弁
を
選
ぶ
重
大
な
選
挙
で

に
置
す
る
事
が
､

理
解
を
深
め
る
近

道
だ
と
思
う
｡
政

界
発
表
の

演
説
会

等
に
は
出

来るだけ出席して
､
人

格
識
見
を
よ
く
見
き
わ
め
る
事
が

大

切
だ
と
軍
っ
｡
自
分
一
八
位
ど
う
だ

っ
て
よ
い
等
と
考
え
な
い
で
､
一
入

々
々
の
票
が
集
っ
て
国
の
政
治
を
左

石
す
る
式
き
な
刀
に
な
る
の
だ

と
い

う
事
望

,3れ
て
は
な
ら
な
い
｡

二
十

二
日
の
投
票
日
に
は
一
人
の
棄
権

も

な
く
明
る
い
正
し
い
選
挙
が
行
え
る

よ
う
心
か
ら
祈
っ
て
い
る
｡

･
神
田

婦
人
会

青
衆

評
宵

大畑特 派員

く
む
)
｣

｢
農
林
水
産
係
｣
の
三

つ
の

部
門
に
別
れ
､
二
十
七
名
か
ら
の

職
員

弁ら成っている｡茶年度の事業計

画
表
を
見
せ
て
貰
っ
兜
が
､
不
断

が
艶

味
な
農
産
課
が
今
日
程
､
重
要
視

さ
れ

て
い
る
時
は
な
い
そ
う
だ
｡

市
内
の
農
業
の
一
番
の
問
題
点
は
､
市

が
近
郊
都
市
と
し
て
発
展
す
れ
ば
そ
の

裏
に
は
当
然
土
地
問
題
が
起

り
､
昨
年

度
だ
け
で
も
十
六
町

歩
の
耕
地
が
､
宅

艶
そ
の
他
に
転
換
さ
れ
､
年
毎
に
耕
地

面
積
が
急
減
し
て
い
る
｡

｢
現
在
､
一
部
の
人
を
除
い
て
農
家
で

と
し
て
､
そ
れ
に
は
第
一
に
ク
団
体
の

育
成
と

樺
の
連
絡

〃に

重点を置い
て行く

つもりだ

｣この様
な言葉が､

し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
.花
O

農
政
は
あ
ま
り
に
も
問
題
が
多

く
､

複
雑
す
ぎ
る
｡
確
か
に
政
治
に

よ
っ
て

農
家
の
経
営
は
向
上
す
る
か
も
知

れ
な

い
｡
し
解
し
､
政
治
だ
け
で
な
く
､
農

民
も
白
分
の
生
活
を
振
り
脅
え
少
､
政

治
と
を
結

びつけて考えなくて

は---と思いつつ農産課を辞した｡写真

凍霜害の打撃大きい畑作地帯 ･T

f:'B蘭〒三∴1一･二二〒㌻
∴､市教委主催､各地区運営零貝

会主管の第六回市民体

育
レ
ク
大
会
は
､

五
月
十
一
日
土
沢
な
ど

四
飽
区
一
斉
に

開
催
さ
れ
ま
す
｡
名
書

会
長
市
長
､
大

会
茶
部
長
教
育
長
､
運
営
は
各
学
区
単

位
の
肇
芸

が
行

い
ま
す
｡
雨
天
の
と

き
は
十
八
日
｡秘

鯛

爪

立

竜

品

評

会

帝
王
借
の
胡
瓜

立
毛
品
評
会
は
六
五
点

】≡
≡
≡
l≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
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≡
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≡
≡
≡
≡
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓
一∃
≡
〓
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≡
≡
≡
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≡
〓
≡
≡
≡
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≡
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≡
≡
≡
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〓
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓

5月且0日
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こ
品

､の
愈

所
詳
記

佳
防
仁

の
令
書
の
中
へ
書
き
入
れ
て
夢
見
な
い
疫

に
わ
た
る
弁
と
思
い
ま
す
｡
ま
た
旧

稿には
､
､
聴葵を

､
掲載分
贈 りますO役名とを

昭 和 33年∈事
▼

微

税

事

務

職

簡

素

櫨

を

望

む

今
年
も
固
定
資
産
税
の
徴
税
令

書
が
配

布
に
な
9
.ま
し
た
.
世
帯
の
中
に
三
人

の
土
地
所
有
者
が
あ
っ
た
場
合
に
､
令

書
も
納
付
書
も
三
枚
別
々
の
も
の
が
参

E)
ま
し
た
が

､これを一括して一枚 でしょう

,伊｡どこの農家でも固定資産の名儀は二､三人の場合が珍しく

ありません｡岡崎〓〓i山崎ヤ罠

(慕)⑥…鯛網棚鍼は土地､家

屋補充課税台
帳
に
所
有

者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
あ
る
者
を
い
い

ま
た
賦
課
期
日
都
に
死
∪
し
た
個
人
に

つ
い
て
は
同
日
に
お
い
て
当
該
土
地
､

家
屋
所
有
者
を
納
税
義
務
者
と
し
て
定

め
ま
す
O
従
っ
て
御
質
問
の
場
合
は
名

儀
変
更
が
な
さ
れ
て
な
い
た
め
二
､
三

市
内
に
お
い
て
は
横
浜
地
方
法
務
局
大

磯
出
張
所
と
提
携
し
て
極
刀
名
儀
人
変

更
事
務
を
税
簡
潔
で
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
､
是
非
と
も
御
協
力
下
さ
る
横
お

願
い
致
し
ま
す
｡

(税
務
課
)

原

稿

婁

集

題
白
田
､
内
容

青
少
年
に
夢
と
希
望
を
も
た
せ
る
に
は

･
資
格
二
〇

才以上
の
県
内
在
住
在
勤

社

教

団

膝

の

新

筏

鼠

☆
平
塚
婦
人
団
体
連
絡
協

議会｡
会
長

盛
き
よ
子
(須
讐

副
会
長

篠原丞子

(朝
情
)

☆
平
塚
文
化
連
盟
⑳
会
長
田
中
英
治

(

須
賀
)
副
会
長
丹
茶
善
郎
(桃
浜
田
)

☆
平
塚
体
育
協
会
◎
会
長
河
野
謙
三
(

平
塚
)
副
会
長
片
山
竺

(新
宿
)
同

が
出

品
さ
れ
､
云
る
七
日
簡
易
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ

ス
の
部
三
九
点
の
現
地
審
査
が

お
こ
な

わ
れ
養

た
｡
露
地
裁
章
の
部

の
審
査
は
五

月
二
十
六
､
二
十
七
日
の

二
日
間
各
地

区
巡
回
で
お
こ
な
わ
れ
る

予
好
で
す
｡
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芸
義

業
年
令
住
所
氏
名
明
記
違

表

長
桧
井
宣
行

(城
所
)

副
理
事
長
小
山

六
月

ぎ

(蛋

)雷

美
津
江
(四
蛋

)

I

･.I,･J.･.

.1ノ二,I.J',.:･.i.1i.).I.I..1車

.

狂
犬
病
予
防
注
射
追
加
巡
瑠

5
月
26
日
午
前
金
目
､
岡
崎
､
午
後

沢
､
金
出
各
出
娘
所
◎
27
出
今
別
奴

島
､
神
田
両
出
張
所
､
午
後
豊
田
､
大

野

両小
学
校
⑳

28日
午
前
中

原小
､
旭

出張所､午後 八幡公民館､鳩
犬
抑

留
所

◎29日午前花水会館､須
賀
海

宝
青
､
午

後柳田､八重咲耶各
消防

団
庁
舎
⑳
30

日年前浜岳､春日
野両

中
学
校
､
午
後

体育館前､保健
所
⑳

6
月
2
日
午

前港小､午後属人消防

団

庁舎
◎時間は午前

の場合
一〇時

～

正午､午後は
一時～三時まで

三

亨
二
二
二

二
′

市
民
陸
上
競

技
大
会
は
ぜ
月
20

日
江
傷
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
開

催
､
吉
沢

艶
区
が
総
合
優
防
し
た
｡

郡
市
対
抗
陸
上
競
技
大
会
は
4

月
㌘
日
藤
沢
で
お
こ
な
わ
れ､


